
⽣コンクリートの品質管理について
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⽣コン＝レディーミクストコンクリート
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JIS規格＝JIS A5308

工場で練り混ぜて工事現場に配達される
まだ固まらないコンクリート
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配合計画書 JIS A5308では

レディーミクストコンクリートの配達
に先⽴って、購⼊者に提出しなければ
ならない
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工事の概要
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工事の概要

配合計画書 本配合の適⽤期間

JISでは本配合の適⽤期間に加え
「標準配合」または「修正標準配合」
の別を記⼊する
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標準配合：工場の基本配合

修正標準配合：標準配合で想定した温
度や運搬時間から⼤幅に相違する場合
を想定した配合

工事の概要
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適⽤期間の記載例：岩国地区の記載

夏期に遅延形混和剤等を使⽤
６⽉１⽇〜９⽉３０⽇ 修正標準配合

Ｓ＝3 ３⽉３⽇〜５⽉３１⽇ 標準配合
Ｓ＝6 ７⽉８⽇〜９⽉４⽇ 修正標準配合

Ｓ値と工場の標準、修正配合に伴わせる

工事の概要

建築工事の記載例

工場の基になる標準配合
１０⽉１⽇〜５⽉３１⽇ 標準配合
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配合の設計条件・指定事項

普通 ２7 ８ ２０ ＢＢ

セメントの種類による記号

コンクリートの種類による記号
呼び強度

スランプもしくは
スランプフロー

粗骨材の最⼤寸法
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製品の呼び方
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配合の設計条件（指定事項）

セメントの種類による記号
普通(N)、高炉(BB)、早強(H)

コンクリートの種類による記号：「普通」

コンクリート
の種類

粗骨材の
最⼤寸法

ｍｍ

スランプ又は
スランプフロー

ｃｍ

呼び強度

18 21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 60 曲げ
4.5

普通
20,25

8,10,12,15,18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―

21 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―

40 5,8,10,12,15 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

軽量 15 8,10,12,15,18,21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

舗装 20,25,40 2.5, 6.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

高強度 20,25
10, 15, 18 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ―

50, 60 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ―
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レディーミクストコンクリートの種類
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レディーミクストコンクリートの種類

コンクリート
の種類

粗骨材の
最⼤寸法

ｍｍ

スランプ又は
スランプフロー

ｃｍ

呼び強度

18 21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 60 曲げ
4.5

普通
20,25

8,10,12,15,18 ○○○○○○○○○○ ― ― ― ―

21 ― ○○○○○○○○○ ― ― ― ―

40 5,8,10,12,15 ○○○○○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

軽量 15 8,10,12,15,18,21 ○○○○○○○○ ― ― ― ― ― ―

舗装 20,25,40 2.5, 6.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

高強度 20,25
10, 15, 18 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ―

50, 60 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○○ ○ ―
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呼び強度の数値に単位（N/mm2）を
付けた強度が荷卸し地点で保証

所定の材齢まで20±2℃で水中養⽣した
供試体の圧縮強度または曲げ強度

レディーミクストコンクリートの種類
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レディーミクストコンクリートの種類

コンクリート
の種類

粗骨材の
最⼤寸法

ｍｍ

スランプ又は
スランプフロー

ｃｍ

呼び強度

18 21 24 27 30 33 36 40 42 45 50 55 60 曲げ
4.5

普通
20,25

8,10,12,15,18 ○○○○○○○○○○ ― ― ― ―

21 ― ○○○○○○○○○ ― ― ― ―

40 5,8,10,12,15 ○○○○○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

軽量 15 8,10,12,15,18,21 ○○○○○○○○ ― ― ― ― ― ―

舗装 20,25,40 2.5, 6.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

高強度 20,25
10, 15, 18 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ― ―

50, 60 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○○ ○ ―
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耐久性を確保するための指定事項

購⼊者と⽣産者が協議のうえ記載

配合の設計条件（指定事項）
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配合の設計条件（指定事項）

アルカリシリカ抑制対策の方法
JIS A5308附属書B

①コンクリート中のアルカリ総量を規制

②アルカリシリカ反応抑制効果のある
混合セメントなどを使⽤

③安全と認められる骨材を使⽤する
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配合の設計条件（指定事項）



アルカリシリカ抑制対策の方法

①コンクリート中のアルカリ総量を規制
アルカリ総量を3.0㎏/ｍ3以下に規制
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配合の設計条件（指定事項）

（該当する配合の各材料に含まれる
アルカリ量を⾜したもの）

記載記号 ＝ ＡＬ

アルカリシリカ抑制対策の方法

②アルカリシリカ反応抑制効果のある
混合セメントなどを使⽤

高炉セメントＢ種等の混合セメント
の使⽤
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配合の設計条件（指定事項）

記載記号 ＝ ＢＢ



アルカリシリカ抑制対策の方法

区分Ａの骨材：モルタルバー法
化学法
無害と判定された骨材

③安全と認められる骨材を使⽤する
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配合の設計条件（指定事項）

記載記号 ＝ Ａ
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配合の設計条件（指定事項）

建築工事の例：営繕の仕様書
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配合の設計条件（指定事項）

⼟⽊工事の例：無筋構造物
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配合の設計条件（指定事項）

⼟⽊工事の例：鉄筋構造物
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例えば
・FC=21N/ｍｍ2・W/Cの指定が55％

そのW/Cに該当する呼び強度の配合を選定
山口県では27N/mm2

配合の設計条件（指定事項）
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使⽤材料
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・配合設計に⽤いた材料を記⼊

・数値の標準化 ⇒ 品質目標の決定

・各材料の基準値を決め、配合を決定

使⽤材料



使⽤材料

セメントや混和剤、JIS製品の骨材など

JIS製品工場

その他骨材は自工場にて、受⼊検査を実施

試験成績表
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使⽤材料



混 和 材

・混和材を⼊れた⽣コンはＪＩＳ認証を
取得している工場が少ない

・多様化する施工方法に対応するために
開発・実⽤化された材料

・例：膨張材、防水材など

山口県⽣コンクリート工業組合 技術委員会

使⽤材料
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使⽤材料



混和剤：コンクリートの品質改善のため
に⽤いる

例：ＡＥ減水剤、高性能ＡＥ減水剤

混 和 剤

山口県⽣コンクリート工業組合 技術委員会

使⽤材料
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使⽤材料
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使⽤材料
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上水道水 一般的な水道水

上水道水以外
の水 河川水，湖沼水，井⼾水，地下水，工業⽤水など

回収水

スラッジ水：コンクリートの洗浄排水から，粗骨材
細骨材を取り除いて，回収した懸濁水

上澄水：スラッジ水から，スラッジ固形分を沈降
その他の方法で取り除いた水

使⽤材料
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使⽤材料

ＪＩＳでは３％以下の固形分率の限度を保証
濃度調整したスラッジ水を使⽤
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使⽤材料



回収骨材の置換率の上限値が…

回収骨材とは？
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使⽤材料

現場から帰ってくる戻りコン等を工場で洗浄し、
粗骨材と細骨材とに分別して取り出した骨材

５％以下は「Ａ方法」

２０％以下は「Ｂ方法」

実機で回収骨材を⽤いたコンクリートの基礎物性
(⽣コンクリートJISハンドブックから)

配合
記号ａ） スランプ

cm
空気量

％
圧縮強度
N/ｍｍ2№ 平均値 標準偏差

1 0-0 18.5 5.5 38.6 0.20
2 S20 17.5 5.1 41.3 0.42
3 G20 19.0 5.0 39.4 0.20
4 SG20 19.0 5.3 40.4 0.47

注 ａ） 配合№2 S20 ：回収細骨材を20％使⽤
配合№3 G20  ：回収粗骨材を20％使⽤
配合№4 SG20：回収細骨材、回収粗骨材ともに20％使⽤

使⽤材料



年１回実施される
全国統一品質管理監査に合格
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○適マーク

製造
・品質管理監査

130項目の書類・実地検査を実施

運搬 荷卸し
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・さまざまなJIS規格・品質管理監査
⽣コン工場の製品が一定水準に保たれる

○適マーク



近年は⼤⾂認定の高強度コンクリート
や特殊舗装のコンクリート（１day
pave等）の出荷が多く求められる

監査合格工場は特殊コンクリートを
製造できる能⼒がある
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まとめ

山口県「品質確保ガイド」が全国から注目

山口県の⽣コン工場には数多くの
コンクリート技士・主任技士が常駐
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まとめ

購⼊者と製造者が協⼒し取り組む事で
コンクリート構造物の品質確保を図る



御清聴ありがとうございました
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今後とも
山口県⽣コンクリート工業組合を

よろしくお願いいたします


